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2004年 2月号 NO.479

人　口7,520人（前月比－22）
〈男3,654人　女3,866人〉

世帯数2,739戸 （前月比 －6）
出生数5人 （男4・女1）
死亡数10人 （男7・女3）

1月1日の人口動態

広　報

天津漁港 香気ただようスイセンとはばのり
（2004年1月撮影）

議
会
だ
よ
り
掲
載
号
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鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合合合合
併併併併
だだだだ
よよよよ
りりりり

報　告
《報告第２６号》新市建設計画策定のための将来人口等予測について
【新市建設計画策定のための将来人口等予測について、報告する。（以下抜粋）】

協議事項
《協議第２１号》新市建設計画の名称及び目次構成について…新市の概況・新市の特性と課題・新市建設の基
本方針・新市の施策（仮）・新市における千葉県事業の推進・公共施設の統合整備の基本的考え方・財政計画などを提案
《協議第２２号》電算システムの取扱いについて…電算システムについては、合併時に統一、または新市におい
て整備することとし、住民サービスの低下を招かないよう調整することを決定

◎情報化全般に係る企画調整事務事業

鴨川市
１基幹系システム
（１）内容
住民基本台帳、税務、財務会計システム及び介
護保険業務などのデータ処理を専用のネットワ
ークで行い、オペレーションやプログラムの自
主開発を行っている。
（２）機器設備
ホストコンピュータ１台
サーバ４台
端末機５３台

１基幹系システム
（１）内容
住民基本台帳、税務、財務会計システム及び介
護保険業務などのデータ処理を専用のネットワ
ークで行い、機器およびデータ管理を外部業者
に委託している。
（２）機器設備
サーバ７台
端末機２４台

基本的に鴨川市で稼働しているシステ
ムに統合する。

２情報系システム
（１）内容
市所有のサーバを利用し、自営線ネットワーク
（一部ＩＳＤＮ利用）により、市役所庁舎、主
要公民館、市内全小中学校および出先機関など
が接続されている。
（２）機器設備
サーバ１４台
業務用パソコン７９台
市民利用パソコン１２台
小中学校生徒用パソコン３９３台

２情報系システム
（１）内容
役場庁舎（中央公民館含む）は庁内ランを構築
しているが、学校などの出先機関は、インター
ネット（ＡＤＳＬ利用）を介し民間事業者の提
供する外部サーバを利用し、接続されている。
（２）機器設備
サーバ２台
業務用パソコン９６台
町民利用パソコン１台
小中学校生徒用パソコン１１３台

鴨川市において整備されているネット
ワーク基盤を活用し、拡張することと
する。

３各課個別システム
（１）内容
パソコン処理を必要とする業務について、各課
が独自に導入し、個別処理を行っている。

３各課個別システム
（１）内容
パソコン処理を必要とする業務について、各課
が独自に導入し、個別処理を行っている。

１ 両市町で同じシステムを導入してい
る場合は、原則としてバージョンの新し
いシステムに統合する方向で調整する。
２ 両市町で異なるシステムを導入して
いる場合は、いずれのシステムを採用す
るか調整する。
３ 一方の市町で導入しているシステム
については、新市のシステムとして採用
するか調整する。

天津小湊町 具体的な調整方針

１月１４日（水）、鴨川市と天津小湊町の合併に関する協議を進める、「鴨川市・
天津小湊町合併協議会」の第６回会議が、鴨川市総合保健福祉会館（鴨川市ふれあ
いセンター）２階コミュニティルームで開かれました。
その概要は以下のとおりです。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
37,653

平成12年 平成17年 平成26年 

10,263 10,420 10,740

22,652 21,380 18,060

4,738 4,660
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１
月
５
日
（
月
）、
町
消
防
団
出

初
式
が
小
湊
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
行
わ
れ
、
１
０
３
人
の

団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

服
装
・
機
械
器
具
点
検
に
続
き
、

ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
、
小
隊
訓
練

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
。

町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【表彰受賞者】 （敬称略）

●県知事表彰

○功労章／杉浦英司（第２分団長）、市川和成（第３分団長）

○精勤章／川崎武之（第４分団長）、仙元元彦（第５分団長）

●県消防協会長表彰

○功労章／神作利幸（第６分団副分団長）

○精勤章／石渡洋和（第１分団長）根岸利之（第２分団副分

団長）、川上幸一（天津小湊分遣所消防司令補）

●安房支庁長表彰

○支庁長章／松本健一（第１分団副分団長）、砂坪慎二（第

３分団副分団長）、滝口正春（第５分団副分団長）

●安房郡市広域市町村圏事務組合消防長表彰

○消防長章／唐鎌豊（第１分団部長）、木下貞一（第３分団

部長）、長谷川修（第４分団部長）、白石和広（第５分団部長）、

齋藤守彦（第３分団班長）

●県消防協会安房支部長表彰

○功労章／齋藤修一（第４分団副分団長）、平野智靖（第２

分団部長）、田仲重郎（第６分団部長）、鈴木伸幸（第３分団

班長）、長谷川勝（第３分団班長）

○精勤章／水上雄嗣（第１分団班長）、芝口忠（第４分団班

長）、金高浩司（第４分団班長）、嶋津彰一（第５分団班長）、

前田徹（第５分団班長）

○退職団長感謝状／吉田維夫（前団長）

●町長表彰

○功労章／市川和成（第３分団長）、齋藤守彦（第３分団班

長）、前田徹（第５分団班長）、唐鎌稔（第６分団班長）

○精勤章／齋藤修一（第４分団副分団長）、大藤勝（第２分

団班長）、海老谷厚（第４分団班長）、嶋津彰一（第５分団班

長）、井ノ下義孝（第２分団員）、杉本圭也（第４分団員）、

妻本竜志（第４分団員）、倉地一（第５分団員）

○感謝状／吉田維夫（前団長）、松原一夫（前副団長）、永島

康弘（前分団長）、今井義親（前分団長）

●町消防団長表彰

○感謝状（第22回安房支部消防操法大会出場選手・いずれ

も第４分団）／海老谷厚（指揮者）、高橋淳（１番員）、高橋

誠（２番員）、唐鎌利充（３番員）、川名正司（４番員）

12
月
13
日
（
土
）、
わ
ん
ぱ
く
ハ

ウ
ス
に
て
門
松
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
で
竹
を
切
っ
た
り
、

松
を
剪
定
せ
ん
て
い

し
た
り
と
慣
れ
な
い
作

業
に
四
苦
八
苦
で
し
た
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
立

派
な
手
づ
く
り
の
門
松
が
完
成
し

ま
し
た
。

門
松
の
由
来
に
も
ふ
れ
、
生
徒

た
ち
は
厳
か
な
気
持
で
、
日
本
の

伝
統
工
芸
を
体
験
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
門
松
は
天
津
・
小
湊
両
小

学
校
、
公
民
館
、
役
場
に
置
か
れ
、

お
正
月
を
飾
り
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
教
室

門
松
づ
く
り
に
挑
戦
！

新 春
恒例!!
新 春
恒例!!
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12
月
の
寒
空
の
も
と
、
町
内

各
地
い
た
る
と
こ
ろ
で
き
ね
と

う
す
の
音
が
元
気
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

９
日
（
火
）
は
両
幼
稚
園
、

10
日
（
水
）
は
小
湊
小
５
・
６

年
生
、
19
日
（
金
）
は
天
津
小

５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
お
餅
つ
き
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
そ
の
他
、
萩

の
巣
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は

保
育
園
児
、
清
澄
で
は

お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
、
昔
な
が
ら

に
つ
き
あ
が
っ
た
温
か

い
お
餅
を
、
あ
ん
こ
や

き
な
こ
、
磯
部
巻
き
な

ど
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

味
を
楽
し
み
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
、
お

餅
つ
き
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

11
月
１
日
に
開
幕
し
た
、
第
19
回
ろ
う
き

ん
旗
争
奪
少
年
野
球
千
葉
県
選
手
権
大
会
が

千
葉
市
青
葉
の
森
球
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
支
部
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
代
表
チ
ー
ム
だ
け
が
参
加
で
き

る
、
県
下
少
年
野
球
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
大
会
で
天
津
キ
ラ
ー
ズ
は
、
清
水
タ

イ
ガ
ー
ス
、
明
神
学
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

大
網
オ
リ
オ
ン
、
串
崎
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
勝
利
、

そ
の
後
準
決
勝
で
、
残
念
な
が
ら
敗
退
し
ま

し
た
が
、
堂
々
の
県
第
３
位
と
い
う
結
果
を

残
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
34
チ
ー

ム
で
争
わ
れ
る
、
第
18
回
会
長
杯
争
奪
少
年

野
球
大
会
で
も
、�
大
本
命
�
と
い
う
前
評

判
ど
お
り
、
天
津
キ
ラ
ー
ズ
が
安
定
し
た
力

を
発
揮
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

介護保険手続きの流れ 

申請

申請

認定
調査

認定
審査会

☆
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始 

い
ろ
い
ろ
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
１
割
負
担
で
利
用
で
き
ま
す
！ 

介
護
保
険
教
室 

５ 

〜
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
〜

◎
居
宅
サ
ー
ビ
ス
・・・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
度
ご
と
に
利
用
で
き
る
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

安
心
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
為
に
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
し
か
た
を
紹
介
し
ま
す
。 

要介護度 居宅サービスの利用限度額 
（１ヶ月） 

左記の利用限度額とは 
別枠のサービス 

要 支 援 

要支援１ 

要支援２ 

要支援３ 

要支援４ 

要支援５ 

６１，５００円 

１６５，８００円 

１９４，８００円 

２６７，５００円 

３０６，０００円 

３５８，３００円 

※上記の利用限度額は全国標準の額です。限度額を超えた分は自己負担となります。 

【介護保険サービスの種類】 

○福祉用具購入 
・・１年間１０万円まで 
 
○住宅改修 
・・２０万円まで 

◎居宅サービス 
○居宅介護支援（ケアマネージャー）※相談やケアプラン作成の自己負担はありま
せん。 
○訪問介護（ホームヘルプサービス）　　○通所介護（デイサービス） 
○訪問看護　　　　　　　　　　　　　○通所リハビリテーション（デイケア） 
○訪問入浴介護　　　　　　　　　　　○短期入所生活介護（ショートステイ） 
○訪問リハビリテーション　　　　　　   ○短期入所療養介護（医療型ショートステイ） 
○居宅療養管理指導　　　　　　　　　○福祉用具の貸与 
○住宅改修費の支給　　　　　　　　　○福祉用具購入費の支給 
（施設に入って利用する居宅サービス） 
○痴呆対応型共同生活介護（グループホーム） 
○特定施設入所者生活介護（有料老人ホームなど） 
 
◎施設サービス 
○介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  ○介護老人保健施設（老人保健施設） 
○介護療養型医療施設（介護体制の整った病院） 
 

【
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
】 

１
割
の
負
担
が
、あ
る
一
定
額
を
超
え
た
と
き
は
、そ
の
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
、負
担
が
軽
く
な
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

自
己
負
担
の
上
限
額（
世
帯
合
算
し
ま
す
） 

◎
市
町
村
民
税
世
帯
課
税
の
人
　
　
　
　
　
　
　
３
７
、２
０
０
円 

◎
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
人
　
　
　
２
４
、６
０
０
円 

◎
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
、世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
人
１
５
、０
０
０
円 

※
役
場
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。 

●
問
合
せ
／
町
住
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係 

元気に
もちつき
“鯛”験！

キラーズの快進撃！キラーズの快進撃！ キラーズの快進撃！ 
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申告はお早めに！！
2/16～3/15

所得税の確定申告と町県民税の申告
●地区での出張申告受付

上記日程により行います。※収入がない場合も扶養の認定や国民健康保険料などの算定資料として申告が必要です。生活
状況などについて申告してください。申告がない場合､所得証明書などの発行ができません。
なお、所得税の確定申告書を税務署に提出する人は、改めて町県民税の申告をする必要はありません。

●確定申告書を自分ですべて記載できた人
は郵送で提出できます
送付先　〒２９４－８５０３

館山市北条１１６４　館山税務署
●ホームページ
国税庁　http://www.nta.go.jp
東京国税局　http://www.tokyo.nta.go.jp
●税理士会の無料申告相談（対象　小規模事業
者、年金受給者、給与所得者の還付申告）

月　日 曜日 地　区 会　場 受付時間 
２月１６日 
２月１７日 
２月１８日 
２月１９日 
２月２０日 
２月２３日 
２月２４日 
２月２５日 
２月２６日 
２月２７日 
３月 １ 日 
３月 ２ 日 
３月 ３ 日 
３月 ４ 日 
３月 ５ 日 
３月 ８ 日 
３月 ９ 日 
３月１０日 
３月１１日 
３月１２日 
３月１５日 

月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
 

寄浦・大風沢・旭町・２区・３区 
八景・開戸・５区 
６区・７区・８区 
９区・１０区・１４区 
１１区・１２区・１３区 

新町 
谷・橋本 
仲宿・浜町 
城戸 
芝  

芝・清澄・四方木 
引土 

引土・恵車 
東町  
西・仲町 
西 
 
 

全町内 

町コミュニテイセンタ－ 
（小湊出張所） 

役場２階会議室 

・午前９時３０分～１２時 
・午後１時～３時 

開催日 場　所 時　間 

２月３・４日 

（火・水） 

２月１９日（木） 

鴨川市役所 

（４階大会議室） 

鴨川商工会館 

（大研修室） 

・午前９時３０分～１２時 

・午後１時～３時３０分 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
保
険
料
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
な
ど
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
か
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
防
止
に
は
、
毎
月
自
動
的
に
納
付
が
で
き
る

「
口
座
振
替
」
や
、
１
年
分
や
半
年
分
な
ど
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
一
度
に

納
め
る
と
割
引
の
あ
る
「
前
納
」
な
ど
の
方
法
が
便
利
で
す
。

平
成
15
年
度
の
保
険
料
月
額
は
１
３
、
３
０
０
円
で
す
。
納
め
忘
れ

の
期
間
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
３
８
（
２
３
）
７
６
１
５

お
し
ら
せ

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
国
民
年
金
推
進
員
に
よ
る
個
別
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
よ
り
、
大
事
な
年
金
権
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
、
電
話
や
個
別
訪
問
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

夜
間
や
休
日
に
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
推
進
員
は
、
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
す
み
や
か
に
届
出
を

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺
族
は
年
金
に
関
す
る

死
亡
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
は
年
６
回
、
偶
数
月
の
15
日
に
、

前
月
ま
で
の
２
ヶ
月
分
が
自
動
的
に
指
定
の
口
座
に
入
金
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
届
出
が
な
い
場
合
、
亡
く
な
っ
た
あ
と
も
、
年
金
が

支
払
わ
れ
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
そ
の
よ
う
な
と
き
は
払
い
過
ぎ
の
年
金
を
あ
と
か
ら
返
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
届
出
は
す
み
や
か
に
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
亡
く
な
っ
た
月
の
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
未
払
い

の
年
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
次
の
遺
族
が
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
の
死
亡
の
届
出
と
あ
わ
せ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
未
払
い
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
（
丸
囲
み
数
字
は
優
先
順
位
）

①
配
偶
者
　
②
子
　
③
父
母
　
④
孫
　
⑤
祖
父
母
　
⑥
兄
弟
姉
妹

●
問
合
せ

町
住
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
係
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天津小湊町職員の給与の概要についてお知らせします！ 天津小湊町職員の給与の概要についてお知らせします！ 天津小湊町職員の給与の概要についてお知らせします！ 
◎職員給与の内容 
　町職員（特別職を除く）の給与は「給料」と「職員手当」からなり、その内容は次のとおりです。 
 
◎給 料 
　職務の複雑、困難および責任の度合いに基づき「町職員の給与条例」に定められた給料表により支給されます。 
 
◎職員手当 
　職員手当は、該当する者に給与条例に基づき支給されます。 
　特殊な勤務や正規の勤務時間外の勤務に従事する職員の給与上の調整、あるいは生活費に対する補給のため支給されます。 

①人件費の状況（普通会計決算） 
　平成１４年度一般会計に占める人件費の状況は次のとおりです。 

（注）人件費には、特別職に支給される給料，報酬等を含む。 

（注) 11月補正後の予算による。 

区　分 

平成14年度 7,627人 2,772,746千円 148,265千円 941,526千円 34.0% 26.80%

実質収支 
住民基本台帳人口 
(H15.3.31) 

総歳出総額 
A

人件費 
B

人件費率 
（B/A)

13年度の 
人件費率 

 ②職員給与費の状況（1５年度普通会計予算)

区　分 

平成15年度 115人 409,713千円 44,210千円 151,824千円 605,747千円 

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ 

5,267千円 

 職員数 
A

 給　与　費 １人当たり給 
与費　(B/A)

③職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況                                     　　　　　　　　　　　　　    （平成15年4月１日現在） 

区　分 

天津小湊町 

国 

321,297円 

327,623円 

337,714円 

－ 

41.1歳 

40.5歳 

201,150円 

286,340円 

217,041円 

－ 

平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

45.0歳 

48.9歳 

 平均給料月額 

 一般行政職  技能労務職 

天津小湊町職員の給与の概要についてお知らせします！ 天津小湊町職員の給与の概要についてお知らせします！ 

④職員の初任給の状況 （平成15年4月１日現在） 

区　分 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

171,500円 

144,000円 

185,600円 

155,000円 

初任給 採用２年経過日給料額 

171,500円 

139,500円 

185,600円 

149,200円 

初任給 採用２年経過日給料額 

天津小湊町 国 

⑤一般行政職の級別職員数の状況 

⑥職員手当の状況 

(注) １.給料表の級区分による職員数である。 
　　２.標準的な職務内容とは，それぞれの級に該当する代表的な職務である。 

（平成15年4月１日現在） 

（平成15年4月１日現在） （平成15年4月１日現在） 

⑧部門別職員数　最近2年間の部門別職員の状況 （平成15年4月１日現在） 

標準的な職 
務内容 

主　事 
主事補 

主　事 主任主事 主任主事 係長・副主査 課長補佐・主査 課長補佐 

14人 12人 主　事 

期末手当 
勤勉手当 

区　分 

区　分 対前年増減比（人） 
職員数（人） 

平成１４年 

92 

25 

12 

129

平成１5年 

88 

24 

11 

123

-4 

-1 

-1 

-6

主な増減理由 

事務事業の見直し 

〃 

〃 

〃 

一般行政部門 

教育部門 

公営企業等会計部門（水道・国保） 

合　　計 

退職手当 

 
６月期 
１２月期 
計　 
 

期末手当 
1.55 月分 
1.45 月分 
3.0 月分 

 

その他の加算措置  
(定年前早期退職特例措置 2～20%)  

勤勉手当  
0.7 月分 
0.7 月分 
1.4 月分 

 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合 
21.0 月分 
33.75月分 
47.5  月分 
60.0  月分 

勧奨・定年 
28.875月分 
44.55 月分 
62.7  月分 
62.7  月分 

天津小湊町 (平成1５年度支給割合)

同 

同 

同 

国 

4人 1人 10人 5人 7人 6人 59人 

２　級 3　級 １　級 4　級 5　級 6　級 7　級 8　級 

23.7% 20.3%構成比 6.8% 1.7% 16.9% 8.5% 11.9% 10.2% 100%

課　長 
主　幹 

計 

⑦特別職の報酬等の状況 

給　料 

報　酬 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

議　長 

副議長 

議　員 

746,000円 

596,000円 

551,000円 

532,000円 

282,000円 

226,000円 

205,000円 

給料月額等 

　　　　期末手当 
 
 
 

加算措置　有 

職員と同様の支給率 

  6月期　2.25月分 
12月期　2.15月分 
  　計  　　4.4月分 

　　　　期末手当 
 
 
 

加算措置　有 

  6月期　1.55月分 
12月期　1.45月分 
  　計  　　3.0月分 

期末手当(１５年度支給割合） 

 

職制上の段階, 職務の級等による加算措置  有 
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15
日
（
月
）
定
例
町
議
会
開
催

16
日
（
火
）
林
道
南
房
総
線
打
合

せ
会
開
催

17
日
（
水
）
消
防
団
夜
警
見
舞
い

18
日
（
木
）
農
業
委
員
会
忘
年
会

出
席

19
日
（
金
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

都
市
計
画
区
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
懇
親
会
出
席

20
日
（
土
）
知
事
と
社
会
福
祉
協

議
会
長
と
の
懇
談
会
出
席

21
日
（
日
）
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
＆

フ
ル
ー
ル
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
鑑
賞

22
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足
式
お

よ
び
歳
末
年
始
警
戒
出
動
式
出
席

24
日
（
水
）
知
事
と
の
対
話

今
春
、
２
期
目
の
重
責
賜
り
、

思
い
も
あ
ら
た
に
、
あ
れ
も
、
こ

れ
も
と
思
い
つ
つ
、
早
や
年
末
を

迎
え
て
し
ま
っ
た
感
で
あ
る
。
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
統
合
中
学
校

建
設
や
、
ひ
か
り
保
育
所
建
設
、

鴨
川
市
と
の
合
併
協
議
を
進
め
る

う
え
で
の
本
町
と
し
て
の
様
々
な

協
議
や
対
応
の
日
々
、
一
方
で
、

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
ゴ
ミ
行
政

12

月

１
・
２
日
（
月
・
火
）
庁
舎
火
災

に
よ
り
予
定
を
変
更
し
在
庁

３
日
（
水
）
全
国
町
村
長
大
会
出

席
天
津
小
学
校
児
童
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
来
庁

４
日
（
木
）
議
会
対
策
課
長
会
議

開
催町

議
会
全
員
協
議
会
出
席
　

忍
足
三
郎
前
富
浦
町
長
通
夜
参

列５
・
６
日
（
金
・
土
）
財
産
区
視

察
研
修
出
席

９
日
（
火
）
南
部
林
業
事
務
所
長

来
庁ク

リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
忘
年

会
出
席

鯛
の
ま
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
協
会
忘
年
会
出
席

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

10
日
（
月
）
統
合
中
財
源
対
策
県

陳
情中

村
正
三
朗
代
議
士
陳
情

11
日
（
火
）
萩
の
巣
も
ち
つ
き
大

会
出
席

漁
民
住
宅
対
策
協
議
会
開
催

12
日
（
金
）
定
例
町
議
会
開
催

東
京
電
力
防
犯
灯
受
贈

の
大
幅
な
制
度
改
革
が
、
今
年
９

月
で
１
年
目
を
迎
え
、
幸
い
に
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
陰
で
大
き
な
問
題
も
な
く
ゴ
ミ

の
大
幅
減
量
化
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、「
ホ
ッ
」

と
す
る
な
ど
し
た
が
、

固
唾
を
の
む
思
い
の

日
々
の
１
年
間
で
あ
っ

た
。ま

た
反
面
、
去
る
12

月
１
日
の
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
役
場
庁
舎
の
一

部
火
災
発
生
は
痛
恨
の

極
み
で
あ
っ
た
が
、
当
日

は
直
ち
に
対
策
を
講
じ
、

日
常
業
務
が
通
常
通
り
午

前
８
時
半
か
ら
支
障
な
く

で
き
た
こ
と
が
救
い
で
あ

っ
た
。
最
低
限
の
復
旧
費

用
と
、
そ
の
費
用
は
極
力

保
険
適
用
が
可
能
に
な
る

様
、
現
在
鋭
意
交
渉
中
で

あ
り
、
ほ
ぼ
そ
の
見
通
し

も
立
ち
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
さ
ら
に
直
前
に

は
30
名
の
山
岳
遭
難
や
、

夏
の
大
雨
等
に
よ
る
小
湊

分
遣
所
付
近
で
の
土
砂
崩

落
に
よ
る
国
道
１
２
８
号

の
全
面
交
通
止
め
の
発
生

な
ど
、
予
期
せ
ぬ
事
態
も

数
多
く
発
生
し
、
実
に
良

く
振
り
回
さ
れ
た
感
が
し
た
。

年
末
の
今
日
は
千
葉
テ
レ
ビ
と

千
葉
日
報
社
の
事
前
収
録
日
で
あ

る
。
こ
の
収
録
は
こ
れ
ま
た
前
例

の
な
い
、
千
葉
県
知
事
の
提
唱
を

受
け
、
鴨
川
市
長
と
私
の
三
者
対

談
で
あ
る
。
収
録
は
元
気
な
高
齢

社
会
構
築
の
た
め
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
な
ど
の
病
気
と
生
活
習
慣
と

の
関
連
を
解
明
し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
健
康
戦
略
を
展
開
す

る
た
め
の
調
査
（
お
た
っ
し
ゃ
調

査
）
を
来
年
１
月
下
旬
頃
か
ら
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
知
事
と
の

対
談
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
全
県

民
、
全
国
民
の
た
め
の
貴
重
な
調

査
で
あ
り
、
千
葉
県
と
鴨
川
市
、

本
町
が
全
国
に
先
駆
け
て
行
う
も

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
は
、
長
年
の
課
題
解
消
や

不
足
の
事
態
の
発
生
な
ど
様
々
で

あ
っ
た
が
、
昨
日
本
町
の
長
年
の

念
願
で
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
将
来
の
雇
用
創
出

に
も
明
る
さ
が
見
え
、
年
末
を
迎

え
て
の
唯
一
の
心
の
支
え
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

郡
町
村
会
出
席

25
日
（
木
）
合
併
協
議
会
事
務
局

打
合
せ

安
房
広
域
圏
事
務
組
合
理
事
会

お
よ
び
議
会
出
席

26
日
（
金
）
鴨
川
市
長
と
の
会
談

衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
激
励

辞
令
交
付
式
開
催

町
職
員
互
助
会
忘
年
会
出
席

31
日
（
水
）
年
末
年
始
警
備
激
励
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議
会
だ
よ
り

発行人　天津小湊町議会議長 吉田勝敏

編　集　議 会 広 報 編 集 委 員 会 No.109

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
改
正

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
ベ

ー
ス
改
定
で
給
与
減
額
の
勧
告
が

あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
給
料
お
よ

び
諸
手
当
の
改
定
を
す
る
も
の
で

す
。町

は
県
に
準
じ
て
、
給
料
は

１
・
07
％
の
引
き
下
げ
。
諸
手
当

で
は
、
配
偶
者
手
当
を
５
０
０
円

減
額
す
る
ほ
か
、
期
末
勤
勉
手
当

の
支
給
率
を
年
間
４
・
65
か
月
分

か
ら
０
・
25
か
月
分
引
き
下
げ
、

４
・
40
か
月
分
に
す
る
も
の
で
す
。

15
年
第
４
回
臨
時
議
会
が
11
月

27
日
招
集
さ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。
臨
時
議
会
で
は
、
専
決

処
分
の
承
認
、条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
・
特
別
職
・
職
員
の
給
与
・
期
末
手
当
削
減
を
可
決

２
千
９
０
０
万
円
の
人
件
費
を
減
額

こ
の
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
は
、

特
別
職
並
び
に
議
員
も
同
様
の
取

り
扱
い
に
な
り
ま
す
。
給
料
や
期

末
手
当
な
ど
の
減
額
で
、
一
般
会

計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

約
２
千
９
０
０
万
円
の
人
件
費
の

削
減
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
16
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
こ
の
率
を
６
月
と
12
月
に
振

り
分
け
る
も
の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
改
正

一
般
職
の
規
定
を
読
み
替
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
職
と
同
様

に
期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
25

か
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

次
の
３
件
に
つ
い
て
は
、
緊
急

を
要
す
る
た
め
町
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
意
思
決
定
を
行
い
、
そ
の

報
告
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
２
４
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
で
33
億
８
千
１
９
７
万
円

と
な
り
ま
す
。

千
葉
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
の
補
欠
選
挙
が
10
月
26
日
に
執

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で

す
。な

お
、
こ
の
選
挙
は
無
投
票
で

し
た
。

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
１
１
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
で
２
億
３
７
９
万
円
と
な

り
ま
す
。

竜
ケ
尾
地
区
の
財
産
区
有
林
が

崩
落
し
て
隣
接
す
る
民
家
付
近
へ

落
石
が
発
生
し
た
た
め
、
山
林
管

理
者
の
安
全
対
策
上
の
責
務
か
ら
、

そ
の
対
策
と
し
て
「
竜
ケ
尾
法
面

保
護
工
事
」
を
実
施
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
で
す
。

な
お
、
工
事
は
既
に
完
了
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

５
９
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
で
33
億
８
千
７
９
４
万
円

と
な
り
ま
す
。

衆
議
院
が
10
月
10
日
に
解
散
し

た
こ
と
に
よ
る
総
選
挙
が
、
11
月

９
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

２
千
５
７
５
万
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
で
33
億
６
千
２
１
８

万
円
と
な
り
ま
す
。

ベ
ー
ス
改
定
で
給
与
の
減
額
と

い
う
勧
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
議
会
費
か
ら
教
育
費
ま
で
の
給

与
改
定
お
よ
び
異
動
な
ど
に
よ
る

増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

天
津
・
浜
荻
・
清
澄
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

39
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
２
億
４
１
８
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

鴨
川
市
と
の
合
併
協
議
が
進
む

な
か
、
財
産
区
の
あ
り
方
に
つ
い

て
先
進
地
へ
研
修
を
す
る
費
用
と
、

分
収
林
契
約
者
の
調
査
を
町
森
林

組
合
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）収

益
的
支
出
予
算
の
総
額
か
ら

４
１
６
万
円
を
減
額
し
て
、
水
道

事
業
費
用
の
総
額
を
、
３
億
６
千

９
２
１
万
円
に
す
る
も
の
で
す
。

一
般
職
に
準
じ
て
、
企
業
職
員

の
給
料
、
手
当
な
ど
の
減
額
が
主

な
も
の
で
す
。

条

例

改

正

専

決

処

分

補

正

予

算
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議
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だ
よ
り

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
研
究
会

第
４
回
鴨
川
市
・
天
津
小

湊
町
合
併
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

三
芳
村
長
選
挙
当
選
祝

例
月
出
納
検
査

定
期
監
査

身
延
町
表
敬
訪
問
来
町

み
の
ぶ
ま
つ
り

自
治
功
労
表
彰
式

町
消
防
操
法
大
会

長
狭
地
区
衛
生
組
合
視
察

研
修

全
国
町
村
議
長
大
会

第
５
回
鴨
川
市
・
天
津
小

湊
町
合
併
協
議
会

例
月
出
納
検
査

臨
時
議
会

町
議
会
全
員
協
議
会

第
６
回
鴨
川
市
・
天
津
小

湊
町
合
併
協
議
会

定
例
議
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

定
例
議
会

例
月
出
納
検
査

10

月

11

月

12

月

１151721242829２３４16181920212527４10121525

����������������������
議
会
の
主
な
う
ご
き

″ ″

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
監
査
報
告
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
、
陳

情
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

で
は
、
鴨
川
市
の
財
政
は
、
平
成
17
年
度
に
は
再
建
団
体
へ
転
落
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
ま
た
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
ま
た

町
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
、
本
町
の
高
齢
社
会
に
つ
い
て
な
ど
、
10
件

の
質
問
を
２
人
の
議
員
が
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

ヒ
マ
ワ
リ
・

レ
ン
ゲ
な
ど
の
景
観
形
成
作
物
補

助
と
し
て
の
水
田
農
業
確
立
対
策

事
業
補
助
金
。
流
域
資
源
循
環
林

整
備
事
業
の
確
定
に
よ
る
委
託
料

の
追
加
。

商
工
費

千
葉
テ
レ
ビ
年
末
年

始
特
別
企
画
に
よ
る
、
町
か
ら
の

長
時
間
生
中
継
放
送
の
観
光
宣
伝

事
業
費
と
、
清
澄
植
物
園
ト
イ
レ

階
段
手
す
り
取
り
付
け
工
事
費
の

増
額
。

教
育
費

清
澄
寺
中
門
の
保
存

監

査

報

告

補

正

予

算

畑
中
孝
、
松
本
良
幸
監
査
委
員

か
ら
、
収
入
役
所
管
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
と
、
町
長
所
管
の

水
道
事
業
会
計
に
属
す
る
15
年
度

８
月
分
・
９
月
分
・
10
月
分
の
出

納
な
ら
び
に
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
、
経
営
に
か
か
る
事
業
管

理
、
お
よ
び
定
期
監
査
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

監
査
の
結
果
は
、
計
算
上
の
誤

り
も
な
く
、
現
金
・
預
金
の
保
管

状
況
も
適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
策
定
費
な
ど
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

１
千
１
２
３
万
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額

で
33
億
７
千
３
４
１
万

円
と
な
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の

は
、総

務
費

新
市
計
画

策
定
や
今
後
の
町
政
運

営
の
た
め
の
タ
ウ
ン
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

の
、
望
郷
懇
談
会
の
実

施
費
用
。

民
生
費

精
神
障
害

者
地
域
生
活
援
助
事
業

費
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
増
に
よ
る
も
の

と
、
少
子
化
に
対
応
す

る
計
画
を
策
定
す
る
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
費
の
追
加
。

整
備
事
業
補
助
金
。

災
害
復
旧
費

８
月
の
豪
雨
に

よ
り
発
生
し
た
河
川
災
害
お
よ
び

道
路
災
害
復
旧
費
用
。

諸
支
出
金

町
へ
の
寄
付
金
を

地
域
福
祉
基
金
へ
積
み
立
て
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

４
４
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
で
９
億
４
千
９
１
１
万
円

と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
歳
出
で
、
高
額

療
養
費
の
医
療
費
割
り
拠
出
金
の

追
加
。
歳
入
で
は
、
高
額
療
養
費

に
か
か
る
国
庫
お
よ
び
県
負
担
金

の
増
額
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

47
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
で
５
億
52
万
円
と
な
り
ま
す
。

介
護
費
用
適
正
化
特
別
対
策
事

業
と
し
て
、
給
付
実
績
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
チ

ェ
ッ
ク
や
情
報
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
介
護
費
用
適
正
化
を
図

る
も
の
が
主
で
す
。

陳

情

○
　
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
通
行

料
金
値
下
げ
要
望
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情
書

～～～

１歳６か月児健康診断
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議
会
だ
よ
り

一
般
質
問
と
答
弁

鴨
川
市
の
財
政
は
、
平
成
17
年
度
に

は
再
建
団
体
へ
転
落
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
ま
た
、

財
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
の
所
信

表
明
に
つ
い
て
伺
う

滝
口
久
夫
議
員

《
１
》
鴨
川
市
の
財
政
は
、
平

成
17
年
度
に
は
実
質
収
支
赤
字
が

10
億
８
千
８
０
０
万
円
と
な
り
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
再
建
団
体
へ

転
落
す
る
市
と
の
メ
リ
ッ
ト
の
な

い
合
併
に
つ
い
て
、
安
房
郡
で
財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る

の
は
、
鋸
南
町
と
鴨
川
市
だ
け
で
、

こ
れ
は
起
債
制
限
比
率
の
３
年
間

の
平
均
が
15
％
を
超
え
た
と
こ
ろ

で
、
当
町
の
起
債
制
限
比
率
は
14

年
度
14
・
２
％
で
15
、
16
、
17
年

の
３
年
間
で
の
推
移
は
？

総
務
課
長

起
債
制
限
比
率
は

算
定
し
て
い
な
い
。

《
２
》
計
算
で
き
な
い
の
は
、

ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
、
ワ
ー
ス
ト
２
、

ワ
ー
ス
ト
３
が
合
併
し
て
も
破
綻

が
み
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
太
海
の
多
目
的
公
益
地
は
、

20
年
間
で
約
80
億
の
返
済
、
こ
れ

は
第
三
セ
ク
タ
ー
で
約
３
倍
の
財

政
負
担
に
な
る
。
17
年
度
に
約
10

億
削
減
し
て
も
、
多
目
的
公
益
地

の
２
年
間
10
億
返
済
で
水
の
泡
に

な
る
。
鴨
川
市
の
一
般
会
計
の
債

務
が
２
１
２
億
円
、
特
別
会
計
の

水
道
事
業
71
億
７
千
万
円
、
他
で

締
め
て
約
２
８
５
億
円
、
こ
れ
に

太
海
多
目
的
を
仮
に
80
億
は
３
倍

と
見
積
も
る
と
約
４
４
５
億
円
と
、

合
併
と
同
時
に
大
き
な
負
担
を

我
々
は
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い
う
財
政
状
況
の
中
で
の

合
併
に
反
対
し
ま
す
。

町
長

一
部
を
と
ら
え
、
あ
た

か
も
大
赤
字
の
指
摘
は
納
得
の
い

か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
長
の
所
信
表
明
に
普
通
交

付
税
が
毎
年
１
億
円
減
額
と

あ
る
が
、
町
民
が
誤
解
を
招

く
よ
う
な
表
現
は
訂
正
す
べ

き
で
あ
る

《
１
》
町
長
の
所
信
表
明
に
普

通
交
付
税
が
毎
年
約
１
億
円
減
額

と
あ
る
が
、
13
、
14
、
15
年
度
は

３
億
２
千
４
０
０
万
円
削
減
だ
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
４
億
９
千
７

９
０
万
円
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
。

１
億
７
千
万
円
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
年
だ
け
で
も
２
億
９
千
万
円
入

っ
て
き
て
い
る
。
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
町
の
財
政
が
混
乱
し
な
い

よ
う
、
地
方
団
体
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う

措
置
す
る
も
の
と
あ
る
。

町
長

交
付
税
の
減
額
を
訴
え

る
こ
と
は
誤
解
を
招
く
こ
と
で
な

く
、
事
実
で
訂
正
す
る
こ
と
は
町

民
を
だ
ま
す
こ
と
に
な
る
。

吉
村
貞
一
議
員

《
１
》

本
町
の
高
齢
社
会
に
つ
い

て
、
町
の
高
齢
化
も
、
２
０
５
０

年
に
は
75
歳
以
上
の
人
が
大
半
を

占
め
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
町
高
齢
化
に
対
し
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

町
長

「
高
齢
化
社
会
の
将
来

は
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
通
告

の
質
問
の
中
に
あ
る
「
高
齢
者
が

主
役
の
構
築
」
と
い
う
質
問
も
関

連
す
る
の
で
合
わ
せ
て
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
重
要
な

こ
と
は
、
日
本
は
少
子
高
齢
社
会

の
急
速
な
到
来
に
よ
り
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
町

に
と
っ
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
町
で
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
事

業
を
実
施
し
た
結
果
、
高
齢
者
の

方
が
中
心
と
な
り
、
観
光
立
町
で

あ
る
町
の
観
光
分
野
に
現
役
と
し

て
参
加
し
て
い
て
、
年
齢
を
も
の

と
も
し
な
い
、
元
気
で
明
る
く
、

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
行
政
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ

く
り
は

環
境
づ
く
り
を
優
先
に

《
１
》
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

あ
く
ま
で
も
若
者
の
定

住
の
促
進
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

先
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
若
者
が

安
心
し
て
定
住
で
き
る
、
交
通
道

路
網
の
充
実
・
社
会
経
済
環
境
の

高
齢
社
会
に
対
す
る
考
え
は

高
齢
者
の
活
躍
で
き
る
行
政
を

充
実
・
就
業
の
場
の
確
保
、
こ
う

い
う
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
、
若
者
が
定
住
で
き

る
地
域
を
構
築
し
な
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

浜
荻
漁
港
の
活
性
化
は

町
と
漁
業
関
係
者
が
一
体
で

《
１
》
浜
荻
漁
港
の
漁
師
の
波

止
場
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

こ
れ
は
今
、
一
大
商
業

集
積
地
と
し
て
、
漁
師
が
漁
業
・

観
光
を
一
体
化
し
た
、
旧
建
物
を

利
用
し
た
番
屋
と
か
そ
う
い
う
よ

う
な
、
地
元
の
港
を
使
っ
て
い
る

漁
師
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
漁
師
料

理
と
か
、
水
産
加
工
品
を
つ
く
る

の
を
一
緒
に
や
っ
た
り
、
試
食
し

た
り
と
い
う
中
で
、
町
営
漁
港
を

い
か
に
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
で

す
。
こ
れ
は
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
も
の
で
、
町
の
活
性
化
に
少

し
で
も
利
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

漁
業
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
た
と

き
に
、
観
光
的
釣
り
船
の
拠
点
と

し
て
行
う
と
か
、
こ
れ
は
町
が
独

自
で
考
え
て
も
だ
め
で
す
。
漁
業

関
係
者
が
一
緒
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
現
在

あ
る
建
物
を
い
か
に
活
用
で
き
る

か
が
漁
師
の
波
止
場
の
活
性
化
と

考
え
て
い
ま
す
。

広報1-12  04.1.28 11:14 A M   ページ 10



11

議
会
だ
よ
り

報告第　 ４号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

陳情第　７号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

監査報告について

平成15年度天津小湊町一般会計補正予算（第７号）の議定について

平成15年度天津小湊町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の議定につ

いて

平成15年度天津小湊町介護保険特別会計補正予算（第２号）の議定について

東京湾アクアライン通行料金値下げ要望意見書採択に関する陳情書

報　　告

原案可決

原案可決

原案可決

報 告

賛成全員

賛成全員

賛成全員

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて（平成15年度天津小湊町一般会計補正予算

（第４号））

専決処分の承認を求めることについて（平成15年度天津小湊町天津・浜荻・清澄

財産区特別会計補正予算（第２号））

専決処分の承認を求めることについて（平成15年度天津小湊町一般会計補正予算

（第５号））

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

天津小湊町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制

定について

平成15年度天津小湊町一般会計補正予算（第６号）の議定について

平成15年度天津小湊町天津・浜荻・清澄財産区特別会計補正予算（第３号）の議

定について

平成15年度天津小湊町水道事業会計補正予算（第３号）の議定について

承 認

承 認

承 認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

１２月定例議会の審議結果一覧表（12/12 ～ 12/15）

第４回臨時議会の審議結果一覧表（11/27）

風
花
の
舞
う
、
冬
の
庭
先
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。

モ
ズ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ

が
落
葉
し
た
木
々
に
切
り
取
ら
れ

た
空
間
の
美
し
さ
の
中
を
、
果
実

を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
下

に
は
、
玉
葱
、
ほ
う
れ
ん
草
、
春

菊
が
芽
吹
き
力
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

今
の
広
報
議
会
だ
よ
り
は
、
あ

た
か
も
豊
穣
な
土
の
中
で
力
強
く

芽
を
出
し
、
花
を
開
か
ん
と
す
る

状
態
だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
、
私
た
ち
議
員

が
、
進
ん
で
委
譲
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
理
由
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
、
こ
こ
毎
年

１
億
円
く
ら
い
の
減
額
で
、
町
財

政
も
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
し
て
い

ま
す
。

今
一
つ
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

内
容
が
難
解
で
、
予
算
・
決
算
な

ど
の
数
字
の
羅
列
に
加
え
て
、
法

律
用
語
で
、
住
民
の
方
か
ら
興
味

を
持
っ
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
、
少

な
い
と
の
声
も
聞
き
ま
し
た
。

私
た
ち
と
し
て
も
、
努
力
し
て

１
日
も
早
く
議
会
広
報
が
、
町
広

報
の
中
で
芽
と
な
り
花
と
な
り
実

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
　
西
宮
米
造
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瀬
戸
内
の
海
の
青
さ
よ
石
蕗
の
花

中
村
　
富
美

あ
り
の
ま
ま
仔
細
を
晒さ

ら

し
枯
葎
む
ぐ
ら

吉
野
　
照
子

冬
桜
谷
戸
の
日
淡
き
古
刹
か
な

斉
藤
い
し
子

現
世
の
早
瀬
に
落
葉
乗
り
切
れ
ず

渡
辺
　
澄
子

踏
み
入
り
し
千
樫
の
里
の
草
紅
葉

小
谷
　
敏
子

寄
せ
鍋
の
湯
気
の
向
う
に
夫つ

ま

の
笑
み

斉
藤
　
房
子

冬
耕
の
狎な

ら

す
手
つ
き
の
千
枚
田
　
　
　
　

金
井
　
喜
一

仏
舎
利
塔
白
く
浮
べ
て
山
眠
る

斉
藤
　
　
博

捨
て
切
れ
ぬ
想
ひ
を
捨
て
る
冬
至
か
な

久
野
八
重
子

宴
果
て
て
乱
れ
て
残
る
鍋
の
中

中
野
　
ミ
ヨ

け
も
の
径
寝
息
包
み
て
山
眠
る

北
浦
　
テ
ル

冬
至
湯
や
心
の
傷
を
癒
し
け
り

西
川
ま
さ
子

眠
り
た
き
山
に
谺

こ
だ
ます

法
鼓

ほ
う
こ

か
な

石
井
き
よ
子

国民健康保険を運営するのは、各市町村です。国保は、加入者の皆さんが納める保険料や、国・県などの補助金によ
って運営されています。

届出は世帯ごと
国保では、おとなや子どもの区別なく、一人ひとりが被保険者ですが、加入や脱退は世帯ごとに届出をしていただきます。

保険料の納め方は？
町の決定した保険料を、毎月納期で納めていただきます。
介護保険の導入で、４０歳～６４歳の「介護保険第２号被保険者」といわれる人は、医療分と介護分を一括して国保料として
納めていただいています。その中から介護保険運営のための「介護納付金」を国保からまとめて納めています。

※年度途中に４０歳になったときは、４０歳になる月（１日生まれの人はそ
の前月）分から介護分がかかるようになります。
※年度途中で６５歳になったときは、６５歳になる前月（１日生まれの人は
その前々月）までの介護分を、年度末までに按分して納めていただきます。
（例えば、６月１０日生まれで６５歳になったとしたら、４・５月分２ヶ月
分を１２ヶ月に振り分けて納めていただくようになります）

いつから納めるの？
国保料は、国保に加入する資格が発生した月の分から納めなければなりま
せん。届出日からというわけではありませんので、届出が遅れないよう注
意しましょう。

途中で加入した場合
加入した月の分から保険料を納めます。

途中で脱退した場合
脱退する前の月分までの保険料で精算します。

●問合せ／町保健環境課　�（９４）０５１１

医療機関（保険医） 

保険者負担分の医療費を請求する 

保険証を交付する 

加入手続きをし、保険料を納める 
被保険者（加入者） 市町村（保険者） 

各都道府県国保連合会（審査委員会） 

国保運営のしくみ 

医
療
を
行
う 

各
市
町
村
負
担
分
の 

医
療
費
を
支
払
う 

自
己
負
担
分
の 

医
療
費
を
支
払
う 

 

保険者負担分の医療費をまとめて支払う 

各
市
町
村
ご
と
に 

審
査
結
果
を
連
絡
し
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
を 

請
求
す
る 

４０歳未満の人

医療分

国保の保険料として納付
（介護分はかかりません）

４０歳～６４歳の人

医療分＋介護分

合計した金額を国保の
保険料として納付

６５歳以上の人

医療分 介護分

国保料として納付
国保とは別に介護保険料とし

て個別に納付

▼▼▼ ▼
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香
を
満
た
し
独
り
冬
至
の
湯
に
ひ
た
る

松
村
し
づ
か

海
鳴
り
に
抱
か
れ
し
ま
ま
山
眠
る

北
浦
　
春
子

一
筋
に
湯
を
呼
び
込
み
て
山
眠
る

根
本
美
智
子

仕
舞
湯
の
柚
子
あ
き
ら
か
に
人
疲
れ
　
　

今
井
　
峰
月

目
の
前
の
海
が
荒
涼
枯
れ
深
し

長
谷
川
安
夫

島
人
の
風
踏
ん
で
来
る
花
八
ツ
手
　
　
　

西
宮
　
き
み

時
刻
表
見
に
バ
ス
停
へ
冬
椿
　
　
　
　
　

西
宮
　
鉄
雄

冬
日
和
男
一
人
の
留
守
居
か
な
　
　
　
　

白
鳥
　
謹
司

ハ
バ
摘
み
の
腰
ま
で
汐
の
満
ち
来
た
る

西
宮
　
米
造

船
溜
り
ど
れ
も
動
か
ず
寒
日
和
　
　
　
　

野
村
　
照
雄

寒
林
の
中
の
一
木
神
棲
め
り
　
　
　
　
　

野
村
　
　
子

お
綿
浮
く
灘
の
紺
碧
に
は
触
れ
ず

冨
川
仁
一
郎

梅
の
香
や
俄に

わ

か
に
谷
田
や
つ
だ

活
気
づ
く

四
宮
　
哲
也

あ
の
世
に
も
皸

あ
か
ぎ
れ
あ
り
や
母
偲し
の

ぶ

冨
沢
　
秀
男

招
か
れ
て
小
春
の
安
房
を
一
巡
り

三
浦
　
秋
子

自分でシイタケ菌の駒打ちを行い、

シイタケを育ててみませんか？

お部屋のインテリアに化粧炭を飾っ

てみませんか？

●日時／２月２２日（日）

午前９時３０分～午後３時

●受付／内浦山県民の森総合センター

※９時３０分までに受付を済ませてく

ださい。

※９時１５分に安房小湊駅から送迎バ

スあり

●対象／どなたでも

●募集人員／３０人（先着順）

●参加費／１人１，５００円

●持ち物／お弁当・軍手・作業服また

は汚れてもよい服装を

●申込み／内浦山県民の森管理事務所

�（９５）２８２１

●時間／２月１４日（土）

１２時～１６時

●場所／いこいの村たてやま３Ｆ

館山市藤原１４９５－１

�０４７０（２８）２２１１

●内容

○補装具展示相談コーナー／１２時～

１３時と休憩時間

○講演①県がんセンター緩和医療科部

長渡邊敏先生「オストメイトと緩和ケ

アー」②亀田総合病院専門看護師佐藤

理子先生「ストーマケアー・日常生活

情報
コーナー

内浦山で
キノコ作りと炭焼き
教室参加者募集

第6回
オストメイト社会適
応訓練講習会

の工夫あれこれ」１３時～１６時

●費用／無料

●対象者／県内のオストメイトと、そ

の家族および医療関係従事者

●問合せ

�０４７（４５２）６４３３

（月・火・金）

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
小
湊
中
学
校
生
徒
会
　
様

１
０
、
２
１
０
円

○
小
松
　
俊
夫
　
様

３
、
０
０
０
円

○
滝
口
ま
さ
子
　
様

２
、
０
０
０
円

あ
り
が
と
う

寄
　
付

人生８０年時代を迎え、健康で楽しい高齢世代を過ごすことは、６００万

県民の願いです。そこで総合検診を受診された皆さんの検診結果と、現在の

健康状態や生活習慣との関連を調べ、生活習慣と密接に関係がある病気の実

態を把握し、「高齢になっても寝たきりや痴呆にならないための対策」を立

てる基礎資料とするために、鴨川市・天津小湊町の４０歳以上の皆さんを対

象とした�おたっしゃ調査�を実施することになりました。

１月中に配布された調査用紙の締切は、２月２０日（金）です。より正確

なデータを集約するために、皆さん一人ひとりの協力をお願いします。

「おたっしゃ調査」のお願い
４０歳以上の皆さんが対象、
県・鴨川市・天津小湊町が
共同で行います！
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5月の予定  

 2月の予定  2月の予定  

月　　日 場　　所 受付時間・摘要 無料相談 

２月 ６ 日（金） 

２月２０日（金） 

２月１７日（火） 

２月１０日（火） 
 

２月１９日（木） 
 

２月２０日（金） 

２月１９日（木） 

地域福祉センター 

役場２階会議室 

午後１時３０分 
         ～４時 

午後１時～４時 

午前９時～１２時 

館山市役所 

結 婚 相 談  

役場住民相談室 

午前10時～午後3時 

午前10時～午後3時 

年 金 相 談  

法 律 相 談  

心配ごと相談 

人 権 相 談  

行 政 相 談  

受付は 
午前は11時、 
午後は2時まで 

日時 

場所　地域福祉センター 

　2月14日（土） 
　午後 1  時30分 
　　　　　～3時 
 

３月1日（月）まで 
※納期を過ぎると延滞金がかかる場合
があります。 
※口座振替の人は、預金残高の確認を
お願いします。 

目指せ、骨太美人！！！

連載第20回目

町内もちつき大会にて

最近、人口の高齢化と共に注目されているの
が「骨粗しょう症」という骨の病気です。これ
は骨の内部が粗く、鬆(す)が入ったように弱く
なるため、腰痛や骨折を起こしやすくなるもの
です。現在日本では、５５０万人以上の人がこ
の病気にかかっていると推定され、特に中高年
の女性に多くみられるのが特徴です。

骨粗しょう症　→　骨折しやすい　→　寝たきり　
という過程をとりやすいので注意！！

＜骨粗しょう症予防＞
若いうちから骨量を増やし、そして減らさない努力をする！
★カルシウムを十分摂り、バランスの良い食事をする。
★身体をよく動かして、骨を刺激し鍛える。
★適度な日光浴でカルシウム吸収率をアップする。
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yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyyyyyy
安房保健所から
一般健康診断・事業所健康診断の廃止について（お知らせ）

安房保健所では、現在実施している就職・進学などの診断書発行のための一

般健康診断・事業所の健康診断を今年４月１日から廃止することになりました。

この健康診断は、県が設置する保健所において一斉に廃止をするものです。

●問合せ 安房保健所疾病対策課　� ０４７０（２２）４５１１

鴨川地域保健センター　� ０４７０（９２）４５１１

県税休日収納窓口

●日　時 ２ 月 ２９ 日（ 日 ）
午前９時～午後５時

●場　所 安房支庁税務課
●内　容 自動車税などの県税

の収納・納税相談
●問合せ 安房支庁税務課
�０４７０（２２）７１１７

骨にやさしい生活
で、骨の貯金を増
やしましょう！
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